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【追悼】 さよなら荒岱介さん ご葬儀に参列して 
          ブログ「旗旗」草加耕助 2011 年 7 月 3 日  

 
最晩年のご様子。奥様と愛犬に囲まれて 

 もう７月に入りましたので、すでに先々月のことになりましたが、この５月３日、元戦旗・共産同議長

の荒岱介さんが前立腺がんのためお亡くなりになりました。まだ 65歳の若さでしたから、ずいぶんと早

い死でした。 

荒岱介さん 

 私自身の左翼体験は、18歳から 20代後半までの数年間、戦旗・共産同系の活動家としてのもので

す。ですからその当時、戦旗・共産同を「党首」として人格的に代表していた荒さんの死は、それなり

に感慨があってもよさそうなものです。ですがなぜか荒さんの死に対し、良くも悪くもまったく何の感慨

もわかなかったので、自分でもちょっと驚きました。中核派の北小路さんの死に対してのほうが、もう

尐し感慨があったくらいです。 
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 かつて笠置華一郎さんの死に際して、湧き上がる感情を抑えることができず、私なりの追悼文を書

きました、また、同世代の活動家だったＳさんの死に対して、どうしても一言いいたくて文章をかいた。

そういう気持ちがどうにもわきません。もちろん、当時は関西にいた私にとって、荒さんのいる党中央

が地理的に離れていたり、世代的にも離れているということも大きいとは思います。ですが、ある意味

で私の人生を決定づけたとも言える人ですから、もう尐し何かあってもいいように思います。思うに、

上記お二人の追悼文を書いた頃とくらべても、それだけ個人としての戦旗派体験が、私の中でやっと

消化されたものとなってきたのだと思います。 

 その意味で、そんなに身近に接していたわけでもない荒さんについての個人的な思いは、上記お二

人の追悼文の中に出てくる記述だけでほぼ充分というか、それ以上に独立して書くことも、私にとって

はないように思えました。一方、個人体験とは別に、日本の大衆運動史の中ではまたいろいろ書くべ

きことのある人なのですが、そのあたりはご自分で検索して調べていただければと思います。 

 
早稲田大学、社学同委員長時代。デモ隊の中で、 

いつも頭一つぴょこんと飛び出る長身と体格のよさが特徴でした 

 指導者としては残念ながらかなり晩節を汚した面もあり、最後の頃にはこの『旗旗』で私のごときちっ

ぽけな人間が書いた文章に激怒したり、あげくに私への物理的な「報復」を指示したこともあったらし

い。賢明にも周りの人たちが止めてくれたおかげで事なきをえたそうですが、そんな情報までがダダ漏

れで私にまで伝わってくるほど人心が離れたありさまでした。まあ、ちょっとくらい素手で殴られた程度

で、いちいち「テロじゃテロじゃ」と大騒ぎする気もなかったし、良くも悪くも私の気持ちは変わらなかっ

たでしょうね。一応は覚悟して待ってたくらいですから。その覚悟や精神は皮肉にも荒さん自身から教

えられたものですけどね。 

 そんなこんなのいきさつはありながらも、どうも気持ちが晴れないというか、何か正体不明のモヤモ

ヤしたものがあって、それを払拭するためというか、自分の中での区切りという意味でも、最後くらいは

ちゃんとお別れをしたいという気持ちがありました。それが前日になって、ちょうど仕事の合間に５月９
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日の御葬儀への出席が可能となり、これも天の声だろうと思って参列させていただくことにしました。 

 本当は私のような一般の人向けには、その前日に「お別れ会」が通夜を兼ねて催されていました。で

すが私は仕事の関係で、どうしても出席することができませんでした。こちらには一般から３５０人の参

列者があり、聞いた話では、私が知っている当時の元同志たちも多く参列されたそうです。 

 また、戦旗・共産同の後継組織であるアクティオの現代表である沢田さんも弔辞を述べられ、それが

「なかなか良い弔辞だった」ということを聞いています。沢田さんとは一年以上も一緒に暮らしたことが

あります。そして荒さんは最後はかなりギクシャクした関係で沢田さんとも疎遠になったまま、アクティ

オ（当時はブントという名称）の代表を「引退」するという経緯がありました。けど、そこにいる誰の人生

も、荒さんによって大きく変わり、決定づけられてきた者ばかりです。そして一時は高い理想を信じて

共に命を賭けて闘った同志であったのです。沢田さんの弔辞、聞いてみたかったと思います。 

 翌日の御葬儀については身内で済ませたいということでしたから、本来なら私は遠慮するべきだった

かもしれません。ですが上記のような経緯があり、ご遺族には申し訳なかったかもしれませんが、でき

るだけ隅っこの席でひっそりとお別れをさせていただきました。葬儀は無宗教による献花。参列者は３

０人ほどで、荒さんの愛犬２頭も奥さんに連れられて「参列」していました。 

 11時から参列者全員で黙祷、続いて葬儀委員長でふじみ野市議会議員の鈴木啓太郎さんより、代

表辞任以降から死に至るまでの経過を含めた説明などがありました。代表辞任後は「旅行などはおろ

か、家からもほとんど出ない、外で食事をすることなどもなく、二頭の愛犬を相手に静かにすごす日々

だった」とのことです。壮絶な闘病についても報告がありました。前立腺がんが転移し、かなり苦しいも

のだったことが推察されました。荒さんは主だった新左翼指導者の中では、唯一と言っていいくらいの

「体育会系出身者」で、同年代の中ではずば抜けて恵まれた体力と体格の持ち主であり、またそれを

日々のトレーニングで晩年まで維持しておられました。それでもきっと苦しかったでしょうし、ご家族は

大変だったろうと思います。 

 
友人代表、佐脇正祐さんからの送る言葉（弔辞） 
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 続いて、戦旗・共産同で荒さんと共に中央指導部だった 佐脇さんより、送る言葉（弔辞）がありまし

た。佐脇さんも荒さんとは疎遠になっていった人だと聞いています。その佐脇さんより「二次ブント崩壊

後に、『ブントをもう一度立て直してくれ、協力はするから』と頼んだとき、それを引き受けてくれてあり

がとう。そのために奮闘してくれて本当にありがとう。そしてごくろうさまでした」という言葉を、本当に胸

に迫るような万感の思いと共に語られました。喪主として奥さんからは「本当に強引な人でしたが、ど

こか憎めないところもありました。今日、党派の枠をこえて来ていただけた人がいるのも、主人のそう

いうところがあったのではと思います。来ていただいた皆さんには、今日は本当にありがとうございまし

た」という挨拶がありました。 

 
葬儀は無宗教による献花でした 

 献花のとき、荒さんの遺影の前で手をあわせました。心の中で自然に「ごくろうさまでした」という言

葉があふれるようにわいてきました。そして最後のお別れとなり、荒さんのご遺体と対面したのですが、

そのお顔は長い闘病生活の大変さを物語るように、すっかり痩せておられ、それが荒さんだとはすぐ

にはわからないくらいでした。わずかに頬骨のはった感じが面影を残しておられましたが、もうなんと言

って（感じて）いいのかわからなくなりました。 

 棺のふたをしめ、参列者で棺を担いで荒さんを霊安車まで運びました。私も一緒に運びながら、18

歳のころの私に、こうして荒さんの棺を担いでいる今日の日の 40代になった自分が想像できただろう

かと思い、数々の思い出がめぐりました。一度は人生を賭けると誓った組織からも遠く離れ、かつては

互いに命を預けあった同志たちともバラバラです。そしてそんな私が、やはり最後は一人となって逝っ

てしまった荒さんの棺を運んでいるのです。日本の新左翼の多くは自意識ばかり過剰で、尊大な独り

よがりでした。そんな中で、スターリン主義を内在的に克服し、「遅れた」人民からこそ学び奉仕する、

そんな前衛党を作るために、私たちはかつて全力で駆け抜けた。本当に命を賭けた。最後は荒さん

自身が自分でぶち壊したわけですが、私たちが必死で守り育んだ戦旗・共産同はもうありません。 
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 「私たちは決して戦旗派をエピソードにはしない」と合言葉のように語っていましたが、今やそれは左

翼運動史におけるエピソードのひとつとなりました。そうしてそれぞれの立場でバラバラになっていた

当時の人たちが、私も含め、荒さんの葬儀にまた万感の思いで集まっているのです。もちろんそういう

人ばかりではなく、たとえ死んでしまった後でさえ、「荒の葬式になんて絶対に行ってやるもんか」と言

っている元同志たちも大勢いることも聞いています。それは人それぞれです。逆に私はそこまで嫌うほ

ど近しくなかっただけとも言えます。 

 
ご出棺です。今生のお別れ 

 荒さんを乗せて出棺した霊安車の後ろ姿に、深々とお辞儀をしました。青春のすべてを戦旗派の一

員として駆け抜けた日々は、誇りこそすれ何の後悔もないけれど、それでも荒さんと共に、いろいろな

ものが一緒に去っていったような気がして、その時こみあげるものがあり、目頭が熱くなりました。 

 だって今の私はあの頃の荒さんより年上なのです！それがどうしたと言われそうですが、そのことが

まず信じられないのです。ふりかえればあっというまのことだったようにも思われます。同じだけの時間

が流れたら、やはり私は逝ってしまった荒さんよりも年上になってしまうのでしょう。いったい私にはあ

とどれくらいの時間が残っているのでしょうか？そのあいだにどれくらいのことができて、何を遺すこと

ができるのでしょうか。そのことを考えずにはいられませんでした。 

 荒さん！いろいろありましたが、本当にごくろうさまでした。そんなふうに素直に言えない人もたくさん

いるでしょうが、今の私の立場、私の人生の中では、ただ一言それだけです。ごくろうさまでした。闘病

生活も含め、本当にごくろうさま。晩年のあなたがどうであれ、また、かつての自分自身を否定したよう

な最後だったとしても、やはりあなたが私の政治的な出発点における師であった。そのことは認めない

といけません。とりわけ 80年代初頭における内省的な文章の多くは、政治面のみならず、組織を離れ

た後の私の人生観にまで、今に至るも大きな影響を与え続けています。それは今の世の中を利口に

生きるにはむしろ邪魔なものでさえありますが、それでもちっとも嫌じゃないし、むしろそういう不器用

な生き方を守ってこれたことを誇りにさえ感じています。 
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 根本において、人生なり魂なりを教えてくれた、私の第一の師はあなたではなく、笠置さんだと思っ

ています。笠置さんはそれを貫いて人生をまっとうした。それがまたカッコいいです。ですがその笠置さ

んの教えを注ぐ器として、かつてのあなたの存在は私の中に生き続けることでしょう。たとえ当の本人

のあなたがそれを否定したまま逝ったとしてもです。荒さん、あなた自身がわざわざ意識的に否定して

見せたかつてのあなた自身ですが、せめて私がささやかながらそれを引き継いで生きていきたいと思

います。別にそれはそれでいいですよね、荒さん。 
 


